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第２学年東組 生活科学習指導案
学習指導者 濟城 智哉

１ 単元 「生きものとなかよし大作戦 ―みんな生きている―」

２ 単元について

（１）育成したい「思考力」と学びに熱中する子どもの姿

【育成したい「思考力」】

生き物を飼育する活動の中で，これまでの飼育経験を生かして，自分が飼育している生

き物への関わり方を工夫する力

飼育している生き物およびその飼育に興味をもち，自分の生き物の飼育に生かそうと，世話を

して気付いたことを伝え合い，行った世話のしかたについて友達と話し合い，成長を楽しみにし

て世話を続けている。

【学びに熱中する子どもの姿】

本単元では，子どもたちは２東生き物ランドを開いて，１年生に自分が飼っている生き物のことやそ

の世話のしかたを教えるという目的意識をもって，飼育活動を行う。飼育活動においては，１年生の時

から続けているウサギの世話や自分が探してきた生き物の世話を思い出しながら，自分の生き物に関わ

っていく。その過程で，子どもたちの関わり方によって生き物が元気に活動するようになることもあれ

ば，場合によっては生き物が命を落としてしまうこともあるだろう。子どもたちは，上記「思考力」を

働かせることで，例えば，「汚れている水だとメダカさんが苦しそうだから，水換えをしよう」「暑いと

ころにずっとおいていると，暑くてヤゴくんの元気がだんだんなくなったから，虫かごは，すずしいと

ころに置こう」と，より生き物の立場に立った世話ができるようになったり，「元気に動き回る時があ

れば，静かに休む時があるのは，生き物も自分たちと同じだね」と生き物や自分自身に対する気付きの

質を高めていけると考える。そして，生き物のことを考えて世話ができたり，命の尊さを感じたりでき

るようになることも期待できる。

本「思考力」は，上記のような学びに熱中する姿の中で育成される。子どもたちは，学校のプールに

ヤゴがいることを知った子どもたちは，虫かごに入れて飼育していく。その過程で，「どんな住みかに

すれば，アメンボが喜んでくれるかな」「ヤゴは，何を食べるのだろう」「メダカの仲間は，何匹にしよ

うかな」と，どのように飼育していけば，ずっと生き物が元気でいてくれるのかを願いながら生き物に

興味をもっていく。そして，飼育する中で，「一度にたくさん餌をあげても，メダカは全部食べられな

いよ」「虫かごに，草や石を入れるとカナヘビが隠れたり，登ったりするよ」と，世話をして気付いた

ことを伝え合うことを通して，自分の生き物の飼育に生かせる視点を獲得することができるだろう。獲

得した飼育の視点を生かして，今まで自分が行ってきた世話と生き物との関わり方を改善しようとした

り，生き物の立場から考えようとしたりすることが，ずっと生き物が元気でいてくれるためには，大切

なことだと気付く。そして，世話を続けていると，生き物が成長する過程で見られる産卵や羽化等にも

出合えるだろう。生き物がずっと元気でいてくれるかを願いながら，世話を続けている子どもの育成を

目指す。

（２）新たな問題を共有する場を位置づけた単元構成について

事前の質問紙調査で，本学級の子どもたち（35名）の飼育活動についての実態を調べると，生き物を

飼うことへの関心が高い子どもは多いことがうかがえる。飼育活動は得意か（自信度）に対して，否定

的な回答をする子どもが16名いた。理由を問うと「住みかや餌や世話のしかたが分からない」「餌やり

がうまくいかない」「すぐに死んでしまう」等であった。そこで，①プールにいる生き物の飼育（ペア

またはグループで），②校庭や松風園にいる生き物の飼育（個人で），と課題解決の場を複数回用意し，

飼育経験や世話をする中での成功体験を積み重ねられるようにし，飼育活動への自信を高めていける単
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元構成とした。

まず，第１次に，校内のいる生き物を見つけにいく。再度自分でも見つけにいけるよう，生き物がい

た場所ごとに整理しておく。第２次で，①プールにいる生き物を採集した中から，飼育する生き物を選

択して，ペアやグループで飼育していく。友達と一緒に飼育していけることで，飼育準備やお世話のし

かたへの見通しがもて，飼育への自信が高まるだろう。そして，②校庭や松風園等にいる生き物を，個

人で飼育していく過程で生まれるであろう新たな問題「もっと生き物の数や種類を増やしたい」を学級

で共有し，自分の生き物への関わり方について考えていくのである。

（３）単元計画と学習意欲への働きかけ（総時数10時間）

次 主な子どもの意識および学習の流れ 学習意欲への働きかけ

②～⑦関・自

第 ① 身の回りにいる生き物を育てよう 【校内生き物ボードと飼育カード】

一 校庭や松風園等には，どんな生き物がいるかを予想する。そして，実際に 校内で見つけた生き物を場

次 探しに行って確かめる。その後，見つけた生き物について交流することで， 所ごとに掲示する。そうする

学校のさまざまな場所にいる生き物について関心をもつ。 ことで，探したいときには，

②～④ プールで見つけた生き物を育てよう いつでも確認できたり，新た

学校のプールにいる生き物を採集し，その中からペアまたはグループで飼 に見つけた生き物を加えたり

育する生き物を選択する。そして，飼育に必要な世話（住みか，餌，仲間） できるようにする。合わせて，

について本や図鑑等で調べたり，話し合ったりすることで，２週間という飼 簡単な飼育方法を記したカー

第
育期間の活動への見通しをもつ。飼育準備の際には，生息場所を再度観察し， ドを用意しておくことで，採

その場所の様子に近づけたり，餌を自分で採集したりすることで，飼育する 集した生き物を飼育する際，

生き物や飼育への関心を高める。飼育活動を通しての気付きが増えているこ 見通しをもつことができるよ

とに着目させることで，家族や１年生等に伝えようという思いをもつ。 うにする。

日々の飼育活動での成功経験や失敗経験から学んだ飼育のコツを交流す

る場を設けることで，飼育への自信を高めた子どもたちは，「生き物の数を

増やしたり，種類を変えたりしたい」「１年生に育てている生き物やそのお

二
世話について，教えたい」等，新たな問題を表出する。

⑤⑥ 身の回りにいる生き物を育て，１年生に伝えよう

校庭や松風園等で見つけた中から個人で飼育する生き物を決め，飼育に必

要な世話を調べて飼育準備をする。うまく飼育できる子は，そうでない子の

ために一緒に考えられる機会を設け，飼育活動への自信を高める。

⑦ もっと生き物となかよくなれるお世話のしかたを考えよう

次
本時（７/10）

続けて世話をしている生き物や新たに採集した生き物について，世話を

しての成功経験や失敗経験から学んだ飼育のコツの交流を通して，生き物

と自分とのよりよい関わり方について確かめ，「もっと生き物の数や種類を 振り返り

増やしたい」という新たな問題を取り上げ，共有する。 ④⑥⑦⑨⑩【短冊シート】

短冊シートに分かったこと

〈評〉これまでの経験を基に，生き物への関わり方を工夫している。 やできたこと，願い事を書く。

その際，ペアやグループの頑

⑧⑨ 「２東生き物ランド」をひらく準備をしよう 張っている友達を見つけ，そ

自分が飼った生き物やその飼い方について，１年生に教える準備をする。 の人数分を星に色をつけて表

⑩ 「２東生き物ランド」をひらこう し，その後，どんな頑張りだ

１年生に自分が飼った生き物やその飼い方について，教える。 ったかを伝え合う。

第

三

次
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３ 本時の学習指導

（１）目 標

これまでの経験を基に，現在，行っている生き物への関わり方を工夫し，今後の世話のことを考え

ることができる。

（２）学習指導過程

学 習 活 動 子 ど も の 意 識

１ これまで行った世話を振り 世話を続けているけれど，あま お世話はうまくいっているよ。

返り，学習課題を設定する。 り元気がないよ。今の世話のし もっと喜んでもらうには，どう

関・自【校内生き物ボードと飼育カード】 かたで，いいのかな。 すればいいかな。

世話のしかたを工夫すれば，もっと生き物となかよくなれそうだ。

もっと生き物となかよくなれるお世話のしかたを考えよう

２ 自分が飼育している生き 私の生き物の今の様子はどうか，見てみよう。

物の様子を見ながら，世話の 餌をあげても，あまり食べない 餌をたくさん食べて，動き回っ

工夫を考える。 から，うれしそうではないよ。 ているから，うれしそうだよ。

あげる餌を変えてみ 木の枝を入れて遊 仲間を増やせば卵を

ようかな。 べる場所を作ろう。産むかもしれないよ。

他の友達は，どんなお世話を考えたのかな。

３ 考えた世話のしかたについ

て，話し合う。 あげた餌が余ってい 隠れられるよう石 卵を産んでほしいか

るから，あげる回数 は大きいのを３つ ら，仲間を10匹くら

（１）同じ生き物を飼育してい を減らしてみるよ。 に増やして置くよ。 いにするよ。

る友達と交流する。 あげる餌の種類を変 隠れる草と木の枝 オスとメスを入れる

えてみよう。 をもっと入れるよ。 ようにしよう。

生き物によって，好 生き物によって， オスとメスを入れる

（２）全体で交流する。 みの草や虫があるよ 石の下等，お気に だけではなく，卵を

うだから，調べてみ 入りの場所がちが 産みやすい場所がい

よう。 うようだよ。 るかもしれないよ。

生き物によって，好きな餌や場所，仲間が違うので，生き物のこ

とを考えた世話をしていかないといけないね。

４ 今後の自分の世話について チョウの幼虫には，毎日，新し カナヘビが，隠れられる大きめの

確認し，本時の振り返りをす い葉を入れてあげよう。 石だけでなく，草も入れよう。

る。 振【短冊シート】 卵を産んでくれる住みかにして，オスとメスのバッタを入れよう。

もっと生き物となかよくなれる世話のしかたを考えたよ。生き物

の数をもっと増やしたい。
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（３）本時の詳細

前時までの子どもの意識 学習活動１

前時までに子どもたちは，複数の生き物についての飼育活動を

通して，飼育に必要な世話の視点として，住みか，餌，仲間があ

ることを捉えている。そして，飼育する生き物となかよくなりた

い，いつまでも元気でいてほしいという思いをもって，飼育活動

を続けている。本時の導入では，まず，子どもたちが飼育してい

る校内の生き物への思いを振り返り，その後，飼育カードに書か

れている世話の視点を確認する関・自 【校内生き物ボードと飼育カ

ード】。そして，今の生き物の様子から，「今のお世話で，もっと

なかよく，元気になれそうですか」と問いかける。うまくいって

いない子は，世話のしかたを改善するという意識から，うまくいっている子は，世話のしかたを工夫

するという意識から学習課題を設定する。

学習活動２

自分が飼育する生き物の今の様子を観察して，ワークシートに生き物の行動や気持ち等を記入する。

その際，ワークシート内の幸せメーターに記入し，そう感じた理由も書くようにする。そうすること

で，生き物の気持ちにより喜んでもらおうという意識から，これからの世話の工夫について考えてい

く。また，飼育に使える道具や資料を教室に並べ，必要な時に見に行ってよいことを伝えておく。そ

の後，世話の視点である住みか，餌，仲間と，生き物の様子とを板書でつなぎながら示していき，世

話の視点が同じでも，数や量，大きさ，置き方等が異なることに気付かせ，他の友達が考えた世話の

しかたへの関心を高めていく。

学習活動３

同じ生き物のお世話を考えた友達同士で，自分の考えた世話の工夫についてペ

ア交流する。自分の考えた世話を伝える際，生き物の様子を実際に見せながら行

うことを確認する。そして，自分の考えを伝えた後，「このお世話のしかたで，

どうですか」と，聞き手となるプレートをもった友達に尋ねる。その際，まず，

「考えてくれてありがとう」と，言い返してから友達の考えを聞いて，うれしく

なったり，楽しくなったりしたことを生き物の立場になって伝えるようにする。

相手が根拠を言わなかった時は，「どうして，そう考えたのですか」と尋ねるようにする。その後，

友達の考えでいいなあと思ったことをワークシートにメモするように促し，ペア交流後には，聞いた

りメモしたりした意見を基に，自分の世話を見直す時間を設ける。そして，全体交流の中で，違う生

き物を飼育する友達の考えを聞き，住みか，餌，仲間の視点から比べることで，よりよい世話につい

て考えていけるようにする。

学習活動４

今後の世話やその準備について，休み時間等を使って行うことを確認する。そして，

短冊状のシートに本時，分かったことやできたこと，願い事等を記入する時間を確保

する。その後，ペアで色のついた星の数と見つけた友達の頑張りを聞き合う時間を設

定する振【短冊シート】。その後，シートに表出した願い事を全体で交流し，「生き物

の数や種類を増やしたい」という新たな問題を共有する。

（４）総括的評価

これまでの経験を基に，現在の行っている生き物への関わり方を工夫し，今後の世話に生かして

いこうとしている。

＜例＞生き物がもっと喜んでくれるように，食べ残しがないよう，あげる回数を減らしたり，あげる

餌の種類を増やしたりしようと思います。 【方法：発言，ワークシート】

【校内生き物ボード】

【飼育カード】

【交流プレート】

【短冊シート】


